
滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　
9
月
20
日（
日
）、
令
和
2
年
度
滋
賀

県
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
各
防
災
機
関
、
関
係
団

体
、
企
業
、
地
域
住
民
等
の
参
加
の
も

と
、
災
害
時
に
関
係
者
が
連
携
し
て
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
の

確
立
と
県
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
日
野
町
を
含
む
東
近
江

圏
域
内
の
自
治
体
や
公
共
機
関
、
電
気

や
交
通
関
連
の
各
団
体
等
で
情
報
収

集
・
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
遠

隔
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
通
信
を
活
用
し
た
災
害

対
策
本
部
会
議
を
実
施
。
ま
た
、
避
難

場
所
で
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
す
る
訓
練
や
、
医
療
機
関
や
消
防

が
連
携
し
て
体
調
不
良
者
の
搬
送
訓
練

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
、
よ
り
具
体
性
と
現
実
性
が

求
め
ら
れ
る
中
、
大
規
模
な
訓
練
に
よ

り
防
災
意
識
を
高
め
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

パーテーションなどを利用して避難場所を設置

WEB通信を利用した災害対策本部

まちのたから

『
近
江
日
野
が
生
ん
だ
名
将 

蒲
生
氏
郷
が
攻
め
た
城
・

築
い
た
城
』
を
出
版

福ふ
く

永な
が

　
保た

も
つ

さ
ん

　

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
副
会

長
福
永
保
さ
ん
が
、
9
月
27

日（
日
）、自
身
初
の
著
書
『
近

江
日
野
が
生
ん
だ
名
将　

蒲

生
氏
郷
が
攻
め
た
城
・
築
い

た
城
』
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
蒲
生
氏
郷
の
魅
力

や
著
書
に
込
め
た
想
い
を
伺

い
ま
し
た
。

氏
郷
は「
築
城
の
名
手
」

　

趣
味
が
「
城
巡
り
」
の
福

永
さ
ん
。
定
年
退
職
後
、「
氏

郷
が
行
っ
た
所
に
実
際
に
行

き
た
い
」
と
会
津
若
松
城
や

松
阪
城
な
ど
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

古
文
書
や
発
掘
調
査
報
告

書
な
ど
で
調
べ
、
実
際
に
49

城
を
ま
わ
り
、「
氏
郷
が
見
た

景
色
は
こ
う
い
う
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
想
い

を
馳
せ
な
が
ら
1
年
半
か
け

て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
氏
郷
は
『
築
城
の
名
手
』

と
専
門
家
か
ら
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
東
北
で
初
め
て
石

垣
造
り
の
城
を
築
い
た
ほ
か
、

城
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
城

下
町
を
整
備
し
て
、
産
業
の

発
展
に
尽
く
す
な
ど
町
づ
く

り
に
も
長
け
て
い
た
」
と
氏

郷
の
町
づ
く
り
の
功
績
に
つ

い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
著
書
に
は
、
負
け

戦
が
無
い
ほ
ど
戦
が
強
か
っ

た
こ
と
や
家
臣
の
育
成
に
尽

力
し
た
氏
郷
の
魅
力
に
つ
い

て
も
描
か
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。著

書
に
込
め
た
想
い

　
「
日
野
の
人
や
子
ど
も
達
に
、

氏
郷
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
い
う
想
い
で
書
き
ま
し
た
。

本
に
し
て
お
く
と
、
1
0
0

年
後
2
0
0
年
後
で
も
、
誰

か
が
こ
の
本
を
手
に
取
っ
て

氏
郷
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、
本
で
調
べ
た

り
、
現
地
に
行
っ
た
り
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
自
分

な
り
の
氏
郷
に
対
す
る
見
方

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

  

著
書
は
2
，3
0
0
円（
プ

ラ
ス
税
）。
石
岡
教
文
堂
カ
ル

チ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
や
フ
レ
ン
ド

マ
ー
ト
日
野
店
、
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
も
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
蒲
生
氏
郷
公
顕
彰

会
で
は
、9
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▲蒲生氏郷公顕彰会ホームページ
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桜谷小学校

　算数では、5・6年生は2チームに分けて、ま
た4年生以下は
教職員2人体制
で授業を行って
います。子ども
のやる気を引き
出し「できた!」
「わかった!」に
つながる指導を
めざしています。

　活動が制約される中、6年生中心に縦割りや
委員会の活動を工
夫する姿が見られ、
頼もしく感じてい
ます。思いやりや
責任感、リーダー
性等を育むことが
できるよう、支援
していきたいと思
います。

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　学校教育課　☎0748-52-6564

ひのっこひのっこ だよりだより
【学校教育目標】

●自信につながる学びの保障

●自主性を生かした児童会活動

　休校もありましたので、「けんこう
週間」「歯っぴー週間」「自分にチャレ
ンジ」などの取組を通して、自分で目
標をもって基本的な生活習慣が確立・
維持できるよう、働きかけています。
今年度は特にゲームをする時間を意識
してほしいと考え、呼びかけています。

●健康を支える土台づくり

　地域の皆様のご支援のおかげで、桜谷の豊かな自然や歴史を生か
した特色ある教育活動を展開することができています。
　コロナ禍においても、感染予防に努めながら、学校でしかできな
い学びを大事にしていきたいと考えています。

　日野小学校は、今年で創立147年目を迎
えます。日野町内で一番大きな小学校で全
校児童は547名（5月1日現在）です。学
校教育目標のもと、「支えあおう！学びあお
う！高めあおう！」を合言葉に、さまざま
な取組をしています。今回は、本校が実践
する食育について紹介します。

　学校畑は素材の宝庫！
　本校では、校内に各学年の畑があり
ます。畑では、それぞれの学年が、サ
ツマイモ、日野菜、トマト、カボチャ、
玉ねぎ等、たくさんの野菜を栽培して
います。また、河原の田んぼで米作り
もしています。栽培だけでなく、生長
中の観察や収穫後には調理もしていま
す。また、子ども達は地域の専門家か
らも指導をうけています。

毎日の給食を通して･･･
　平成30年に本校給食室が新しくな
りました。栄養教諭や調理員による厳
しい衛生管理のもと、毎日、安全でお
いしい給食が提供されています。
　また、給食時には、給食委員会によ
る献立紹介や食に関する紙芝居やクイ
ズ、リクエスト給食の実施等、子ども
達自らが食への意識を高める活動を行
っています。

栄養教諭による指導
　本校には、栄養教諭が在籍して
おり、低学年から「ジュースの飲
み方」「カルシウムで骨を強く」等、
系統的に指導を行っています。ま
た、家庭科では、担任とともに「バ
ランスの良い献立」等、子どもが
主体的に食について考え、実践す
るための指導を行っています。

　子ども達の健やかな成長にも“食育”は大切です。今年度実施した「朝食摂取状況調査」では、「毎日食べる」と回答
した児童は、84.6％でした。さらに食育指導の充実に努め、児童が主体的に、体の成長や健康に“食”が大切である
ことを自覚できるよう地域・家庭とも連携していきたいと思います。

●地域の皆様とともに

地域の方からマスクを受け取る執行委員

少人数教室での学習の様子

校内テレビで感染予防を呼びかける６年生 ４年生愛鳥学習

町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子ども達の様子や、
特色ある取り組みの内容を紹介し
ていきます。

一人ひとりが喜びと充実感を味わえる学校
　　　　　　～あたたかい人間関係を通して～

校訓　創造・進取

日野小学校
【学校教育目標】自ら学び、心豊かにたくましく
　　　　　　　　　生きようとする子どもの育成

昨年度の「地域ふれあいDAY」
「地域の名人さんに弟子入りし
よう」より
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